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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文の持つ重要性として，まず大学生でも容易に製作可能なアナログ式太陽センサ
を衛星の姿勢把握に適用可能であることを示した点が挙げられる．フォトダイオードの
空白部における出力補正や偶関数による多項式近似を用いることで，容易に高精度化が
可能であることを示した点も重要である．さらに，軌道上でなければわからなかった飽
和やクロストークといった出力異常に対する補正法を考案，提示したことも重要である．
加えて，ジャイロ・太陽光パネル出力を組み合わせて，環境に左右されやすいジャイロ
出力を補正する方法を示した功績も，宇宙工学分野の発展および社会に寄与するところ
が極めて大きい． 
また，本論文に関する公聴会において，審査委員および出席者から，太陽光パネル出
力から太陽ベクトル算出法，ジャイロ出力の信頼性，高周波ノイズの影響，HORYU-IV
での新たな実験の可能性など，種々な質問がなされたが，いずれも著者から的確な回答
がなされ，質問者の理解が得られた． 
以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が博士(工学)の学位に十分値するものであると判断した． 
